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場所
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会費

「弘法さんを語る会」～弘法大師の生涯～

役 i大塚耕平 (弘法さんかわら版執筆者)

12月 14日 (火)午 後 1時 ～ 3時

庭園ギャラリー 「いち倫」(日泰寺西側)

20人 (お申し込みは大塚耕平事務所まで 757-1955)

500円


